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宮　　下　　史　　明
　経済地理学は非常に広範な分野を対象とする学間であるため，どこにポイソトを置く
か，またどのようなテキストを使用するかということは経済地理学の講座を担当する多
くの教員の直面する重要な問題の一つである。このような事情はアメリカにおいても同
様であって，1913年にJ・Russel1Smithによる最初のカレッヂ・レベルの教科書が本
書の出版杜の前身であるHenry　HO1t＆C0．によって出版されて以来，数多くのテキ
ストが出版されてきた。そして現在，経済地理学の標準的なテキストと考えられている
ものは約15冊もある。
　本書はカレヅヂ・レベルのテキストを意図Lて書かれたものである。原著者ポイスが
何故敢えて新たにもう一冊のテキストを書くことを試みたのであろうか。その点に本書
の意義が存在するのである。
　先述Lた約15冊のテキストはいずれも数多くの産業・生産物・商品などをとりあげ，
多くの図表や写真を載せた3～400頁の犬薯であり，さながら小百科辞典である。そして
またこのような百科辞典的た性格が長年真の教材の証明であると考えられてきたのであ
る。しかし在がら全ての産業・生産物・商品・地域などについて記述することは事実上
不可能であり，またそれが逆に結果的には内容を退屈なものにしてしまうこともしぱし
ぱあった。ポイスはこのような既存のテキストに満足できず，初学老の輿味を喚起L，
また誰にでも使えるような一般的なテキストを書ごうと試みたのである。結論的に言う
ならぱポイスのこの意図は成功していると言えよう。
　したがって本書では目新しい理論が展開されていたり，また特殊な産業や商品がとり
あげられている訳ではない。そこでは経済地理学におげる立地の特性を示すに相応しい
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と考えられる幾つかの事例が選択され，立地論の手法に従って簡単なものから複雑なも
のへと順をおって巧みに展開されているのである。またポイスも述べているように文章
の流れをスムーズにするために，図表の数も必要最少限度にとどめ脚注なども殆どない
ことも本書の特色の一つであろう。しかし参考文献は各章末に適切に指示されている。
　ポイスの経歴は本書からはワシントソ犬学所属としか分からない。本書の構成は以下
のように序章と6つの部分よりなり，本文342頁，indexを含めて358頁である。
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　目次より明らかなように本書のPart　aにおいてまず経済地理学の基礎とLて交通，
自然的基礎，経済的基礎，制度的基礎，都市的基礎の項目がとりあげられている。すな
わち第2章においてまず交通がとりあげられているのが本書の特色の一つである。これ
は交通在いし輸送費が経済活動の立地に大きた影響を与えているためであり，そこでは
交通・輸送費に関する一般的な理論が展開されている。
　第3章では気候や土壌，植生，地形などの自然条件について記述されているが，勿論
これらは経済地理学にとって所与として扱われている。
　第4章において経済的基礎について述べられているが，一つの章を経済学の理論にあ
てているのはこの種のテキストとLては異例のことである。しかLながら経済学と地理
学の学際的科学である斯学にとって，このような取り扱いは適切であると言わねぱなら
たい。そこでは地域的比較優位性，価格と需要・供給の理論，規模の経済，外部経済，
輸送費の決定などが説明されている。今目この種の経済学的知識なくしては経済地理学
を研究Lていくことは不可能となっているのである。
　第5章において政府や政策，制度などの影響をとりあげている。それはこれらもまた
自然条件と並んで経済活動の立地に犬きな影響を与えているためである。ここでは国家，
国家間の地域的政治的連合，貿易連合，宗教・人種・言語などの文化的影響，技術の段
階などが主としてとりあげられている。
　第6章の都市的基礎に。おいては都市の定義，都市の成立・タイプ・機能などがとりあ
げられ，クリスタラーの中心地理論，都市の規模と機能，ライリーの法則などが紹介さ
れ，現実の都市の分布の解明に役立つように配慮されている。今目，人間の生産活動・
消費活動の大集積地である都市の分析は経済活動の立地の分析に不可欠であり，本書で
もPart　eでごれをさらに詳しく取り上げているのである。このようにPart　aの基礎
理論を前提として現実の人間活動の立地の解明にとりかかるのである。
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　Pa工t　bにおいてまず立地が固定されている活動すなわち非商業的経済と抽出産業が
とりあげられている。これは立地論の伝統に従って簡単なものから複雑なものへという
配列によるものである。
　P航cにおいて農業立地がとりあげられている。農業立地の場合自然条件と共に生
産コスト，地代，市場からの距離（輸送費）などが問題とされる。そして空問的な土地
利用の変化についてチューネン・モデルが紹介されている。さらに第10章においてミク
ロ的に農場の空間的諸特性がとりあげられる。すなわち，農園の所有，土地の大きさ，
ローテーションがとりあげられ，今世紀ポテト生産の激増したアイダホの土地経営・利
用を一例とLてとりあげている。
　P胆t　dにおいて製造工業の立地が考察されている。すなわち第1璋において工業立
地の一般的原理が説明されている。そこでは原材料の取得費，加工費用，配送コストが
主要注コストとして取りあげられている。第12章においては工業の空間的パターソが考
察され，原料立地型，市場立地型（A，Bタイプ）工業の具体例があげられ，さらに原
料産地指向型から市場指向型への転換が見られる鉄鋼業について述ぺられている。
　Parteでは都市の空間的配列について触れられている。第13章では都市内部空間配置
の理解のために多核心理論などが紹介され，最高地代と近接性との関連について述べら
れている。そして都市内の地域的機能分化，地代支払い能力，土地利用に対する法的規
制について触れられている。第14章でさらに詳しく都市内の土地利用パターソについて
述べられ，basic－non　basicの考え方がとり入れられている。またここでは住宅用地，
商業用地についても述べられ，垂直的土地利用について述べられていることもアメリカ
らしい一面を示していると言えよう。
　P班tfでは活動位置の諸問題として，ミクロ・マクロの地域分化をとりあげ，第15章
ではミクロ・スケールでの土地利用の問題として都市内部の土地利用の変化（中心地の
衰退，郊外化），生活の悪化，ポリューショソの問題などをあつかっている。また第16章で
はマクロ的に前章よりさらに犬きな地域の発展の不均衡などについて述ぺられてい私
例えぱ合衆国諸州間の発展の相違であ私またエコロジカルな環境の悪化の問題にも触
れられている。
　このように見てくるならぱ本書は非常に基礎的な理論と事例をとりあげていることが
理解されよう。また近年の新しい傾向である計量的な手法も犬幅に採用されている訳で
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はない。そのような視点からすれぱ本書に不満がないこともないが，本書の目的からす
れぱそれはやむを得ないであろう。そLてまたこのようなオーソドヅクスな内容は本書
を極めて一般的に使用し易いものにLていると言えよう。結論的に言うならぱ本書はア
メリカの経済地理学の既存の標準的なテキストに対して一つの新しい行き方を示すもの
として高く評価されてよい。またわが国においてもこのようなテキストが出版されるこ
とを切望したい。
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